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96 
書評
張
旭
華
著
『
九
品
中
正
制
略
論
稿
』
4-
口
安
) 1 
本
書
は
、
著
者
の
張
旭
華
氏
が
十
余
年
に
わ
た
っ
て
推
し
進
め
て
き
た
九
品
中
正
制
研
究
の
成
果
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
り
、
収
録
論
文
は
次
に
掲
げ
る
二
十
一
篇
に
及
ぶ
(
う
ち
一
篇
は
附
論
)
。
貌
晋
南
北
朝
時
代
の
官
吏
登
用
制
度
で
あ
る
九
品
中
正
制
(
九
品
官
人
法
)
に
つ
い
て
は
、
わ
が
国
で
は
、
宮
崎
市
定
『
九
口
同
官
人
法
の
研
究
l
科
挙
前
史
は
」
が
第
一
に
参
照
す
べ
き
専
著
と
し
て
有
名
で
あ
る
。
中
国
で
も
、
楊
筒
如
『
九
品
中
正
与
六
朝
門
閥
』
以
来
の
研
究
の
蓄
積
が
あ
り
、
著
者
が
近
年
こ
の
方
面
で
多
数
の
論
文
を
発
表
し
て
お
ら
れ
る
こ
と
は
知
ら
れ
て
い
た
が
、
そ
れ
ら
の
論
文
が
二
着
に
ま
と
め
ら
れ
た
こ
と
を
ま
ず
慶
び
た
い
。
本
書
で
は
と
れ
ら
の
論
文
を
配
列
す
る
に
あ
た
っ
て
編
・
章
の
区
分
を
設
け
て
い
な
い
の
で
、
叙
述
の
便
宜
上
、
附
論
一
篇
を
除
く
各
論
文
に
通
し
番
号
を
付
す
と
と
も
に
、
括
弧
内
に
初
出
誌
を
示
し
て
お
く
。
ー
、
貌
晋
九
品
中
正
制
名
例
考
弁
(
『
中
国
史
研
究
』
二
O
O
一
年
第
二
期
)
2
、
関
子
曹
貌
九
品
中
正
制
的
幾
個
問
題
(
『
鄭
州
大
学
学
報
(
哲
学
社
会
科
学
版
)
』
一
九
九
一
年
第
三
期
)
〔
以
下
、
(
哲
学
社
会
科
学
版
)
を
省
略
〕
3
、
東
呉
九
品
中
正
制
初
探
(
『
鄭
州
大
学
学
報
』
二
O
O
一
年
第
一
期
)
附
、
呉
簡
「
戸
調
分
為
九
品
収
物
」
的
借
銭
与
創
新
(
「
許
昌
師
専
学
報
(
社
会
科
学
版
)
」
二
O
O二
年
第
四
期
)
〔
以
下
、
(
社
会
科
学
版
)
を
省
略
〕
4
、
漢
末
東
呉
時
期
的
江
南
名
士
清
議
会
江
海
学
刊
』
二
O
O
一
年
第
二
期
)
5
、
貌
晋
時
期
的
上
品
与
起
家
官
品
(
『
歴
史
研
究
』
一
九
九
四
年
第
三
期
)
6
、
貌
晋
時
期
的
下
品
与
任
職
官
品
之
関
係
(
未
発
表
)
7
、
略
論
両
晋
時
期
的
司
徒
府
典
選
(
『
許
昌
師
専
学
報
』
一
九
九
一
年
第
三
期
)
8
、
試
論
晋
代
九
品
中
正
制
主
導
地
位
的
確
立
(
未
発
表
)
9
、
両
晋
時
期
的
「
資
品
」
与
官
職
昇
遷
制
度
(
『
東
南
文
化
』
一
九
九
八
年
増
刊
二
)
日
、
試
論
西
晋
九
品
中
正
制
的
弊
病
及
其
作
用
(
『
鄭
州
大
学
学
報
』
一
九
九
九
年
第
六
期
)
口
、
関
子
東
晋
南
朝
清
議
的
幾
個
問
題
l
与
周
一
良
先
生
商
権
(
『
鄭
州
大
学
学
報
』
一
九
九
三
年
第
一
期
)
ロ
、
南
朝
九
品
中
正
制
的
発
展
演
変
及
其
作
用
(
「
中
国
史
研
究
』
一
九
九
八
年
第
二
期
)
目
、
南
朝
勲
品
制
度
試
釈
(
貌
晋
南
北
朝
史
学
会
『
貌
晋
南
北
朝
史
研
究
』
湖
北
人
民
出
版
社
、
一
九
九
六
年
)
u、
粛
梁
官
品
・
官
班
制
度
考
略
(
『
中
国
史
研
究
』
一
九
九
五
年
第
一
一
期
)
日
、
後
趨
九
品
中
正
制
雑
考
(
『
許
昌
学
院
学
報
』
二
O
O三
年
第
六
期
)
〔
『
許
昌
師
専
学
報
』
は
『
許
回
菌
学
院
学
報
』
と
改
称
〕
団
、
北
貌
中
央
与
地
方
中
正
組
織
的
分
張
及
其
意
義
(
『
鄭
州
大
学
学
報
』
ニ
O
O四
年
第
五
期
)
口
、
北
貌
中
正
職
権
的
拡
大
与
分
定
姓
族
(
『
鄭
州
大
学
学
報
』
一
九
八
九
年
第
六
期
)
問
、
従
孝
文
帝
清
定
流
品
看
北
貌
官
職
之
清
濁
(
『
北
朝
研
究
』
一
九
九
二
年
第
一
期
)
目
、
東
貌
・
北
斉
九
品
中
正
制
述
論
(
未
発
表
)
初
、
西
貌
・
北
周
時
期
的
九
口
問
中
正
制
及
其
作
用
(
『
北
朝
研
究
』
九
九
一
年
上
半
年
刊
)
97 
書
評
以
上
、
未
発
表
論
文
三
篇
の
ほ
か
は
、
既
発
表
論
文
だ
が
、
そ
の
な
か
に
は
字
数
制
限
の
た
め
一
部
削
除
の
う
え
公
表
し
て
い
た
旧
稿
を
本
来
の
姿
に
も
ど
し
て
収
録
し
た
論
文
も
多
く
、
こ
の
点
も
本
書
の
価
値
を
い
っ
そ
う
高
い
も
の
に
し
て
い
る
。
ま
ず
、
本
書
の
全
般
的
特
徴
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
先
行
学
説
に
対
し
て
、
ど
の
部
分
を
受
容
し
、
ど
の
部
分
を
批
判
す
る
か
を
、
明
示
し
て
い
る
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
叙
述
の
工
夫
に
よ
っ
て
、
著
者
の
見
解
の
独
創
性
が
ど
こ
に
あ
る
か
が
読
者
に
わ
か
り
や
す
く
提
示
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
そ
の
見
解
の
論
拠
と
な
る
史
料
、
お
よ
び
そ
の
解
釈
も
明
示
さ
れ
て
お
り
、
読
者
は
そ
の
史
料
を
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
著
者
の
見
解
の
妥
当
性
を
確
認
す
る
こ
と
も
で
き
る
し
、
あ
る
い
は
批
判
す
る
こ
と
も
で
き
る
。
こ
の
よ
う
に
、
論
文
を
執
筆
す
る
際
の
基
本
と
も
い
う
べ
き
事
項
が
忠
実
に
実
践
さ
れ
て
い
て
、
信
頼
で
き
る
研
究
書
に
仕
上
が
っ
て
い
る
と
評
価
で
き
よ
う
。
さ
て
、
こ
の
よ
う
な
特
徴
を
も
っ
本
書
所
収
の
論
文
を
、
時
代
を
指
標
と
し
て
区
分
す
る
と
、
=
一
国
・
両
晋
の
論
文
が
1
1
m、
南
朝
の
論
文
が
H
l
M
、
五
胡
十
六
国
・
北
朝
の
論
文
が
日
i
mと
な
っ
て
い
る
。
日
の
論
文
は
東
晋
に
も
関
係
す
る
が
、
著
者
は
、
東
晋
の
九
品
中
正
制
に
も
西
晋
と
共
通
の
性
格
を
見
出
し
て
い
る
の
で
、
右
の
区
分
を
採
る
こ
と
に
し
た
い
。
以
下
、
乙
の
区
分
に
沿
っ
て
、
主
要
な
論
点
を
中
心
に
紹
介
し
つ
つ
、
論
評
を
加
え
て
い
く
。
そ
れ
ら
98 
の
論
点
に
関
連
す
る
個
々
の
論
文
の
内
容
を
取
り
上
げ
て
い
く
形
式
を
採
る
が
、
内
容
的
に
関
連
す
る
論
文
が
あ
れ
ば
、
あ
わ
せ
て
言
及
し
た
い
。
【
一
ニ
園
・
両
晋
】
最
初
の
論
文
1
は
、
「
九
口
問
中
正
制
」
と
い
う
名
称
に
つ
い
て
の
考
察
で
あ
る
。
『
三
国
士
山
』
巻
二
二
陳
議
伝
の
記
述
か
ら
、
陳
撃
が
延
康
元
年
に
創
立
し
た
官
吏
登
用
制
度
の
正
式
名
称
を
「
九
品
官
人
法
」
と
考
え
る
陳
長
埼
都
に
対
し
て
、
こ
の
制
度
は
当
初
「
九
品
之
制
」
あ
る
い
は
「
九
品
」
と
称
せ
ら
れ
、
そ
の
後
の
変
遷
の
結
果
、
明
・
清
時
代
に
は
「
九
品
中
正
」
、
「
九
品
中
正
法
」
、
「
九
品
中
正
制
」
な
ど
の
表
記
の
ほ
う
が
普
通
的
と
な
っ
た
、
と
い
う
。
著
者
は
、
こ
の
制
度
に
お
け
る
中
正
の
役
割
を
重
視
す
る
立
場
か
ら
、
本
書
標
題
の
「
九
口
問
中
正
制
」
を
採
用
し
て
い
る
。
『
三
国
志
』
陳
牽
伝
に
、
「
九
品
官
人
之
法
」
と
あ
る
か
ら
と
い
っ
て
、
必
ず
し
も
そ
れ
が
正
式
の
名
称
と
は
い
え
な
い
と
い
う
の
は
、
確
か
で
あ
る
う
。
た
だ
、
著
者
は
、
「
九
品
官
人
之
法
」
を
『
三
国
志
』
の
撰
者
で
あ
る
陳
寿
が
「
九
品
之
制
」
に
対
し
て
お
こ
な
っ
た
解
釈
と
説
明
を
含
ん
だ
表
現
(
七
頁
)
と
い
い
、
「
九
品
と
い
う
官
吏
登
用
法
」
と
解
釈
す
る
如
く
で
あ
る
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
評
者
は
、
宮
崎
市
定
氏
の
「
九
品
に
よ
っ
て
人
物
を
官
に
登
用
す
る
方
法
」
と
い
う
解
釈
を
採
り
た
い
。
本
書
三
五
七
頁
に
も
引
用
す
る
、
庚
信
「
周
大
将
軍
屋
説
神
道
碑
」
(
『
文
苑
英
華
』
巻
九
O
四
)
に
、
「
九
品
論
人
」
と
あ
り
、
こ
の
九
品
は
、
「
九
品
に
よ
っ
て
」
と
解
釈
す
べ
き
事
例
で
あ
り
、
「
九
品
官
人
之
法
」
も
宮
崎
氏
の
解
釈
が
、
無
理
が
な
い
と
思
う
か
ら
で
あ
る
。
論
文
2
以
下
で
は
、
こ
の
制
度
の
具
体
的
な
内
容
や
そ
の
変
遷
を
追
究
し
て
い
る
。
そ
の
う
ち
、
本
書
に
特
徴
的
な
論
点
に
つ
い
て
み
て
い
く
。
第
一
に
、
州
中
正
設
置
に
か
か
わ
る
問
題
に
つ
い
て
で
あ
。
ヲ
匂
九
品
中
正
制
創
設
当
初
、
中
正
は
郡
の
み
に
置
か
れ
た
と
い
う
の
が
通
説
的
理
解
で
あ
る
が
、
著
者
は
、
論
文
2
で
、
郡
中
正
の
ほ
か
、
A
納
)
州
に
も
州
都
が
置
か
れ
て
い
た
と
い
う
見
解
を
提
示
す
る
。
通
説
で
は
、
曹
芳
(
在
位
二
三
九
1
二
五
四
)
の
時
、
司
馬
慾
の
提
案
に
よ
り
州
中
正
が
置
か
れ
た
と
考
え
る
の
だ
が
、
著
者
は
、
『
太
平
御
覧
』
巻
二
六
五
引
『
侍
子
』
の
、
「
貌
司
空
陳
霊
始
立
九
品
之
制
、
郡
置
中
正
、
平
次
人
才
之
高
下
、
各
為
拍
車
目
、
州
置
都
市
総
其
議
。
」
と
い
う
記
述
か
ら
、
九
日
間
中
正
剣
創
設
当
初
に
お
げ
る
州
都
の
存
在
を
主
張
す
る
。
そ
の
傍
証
と
し
て
、
著
者
は
、
三
一
国
志
』
巻
六
一
濁
溶
伝
注
引
『
褒
陽
記
』
を
挙
げ
、
そ
乙
に
み
え
る
「
荊
州
大
公
平
」
の
設
置
時
期
が
、
潜
溶
が
死
去
し
た
赤
烏
二
年
(
二
三
九
)
以
前
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
呉
で
州
に
大
公
平
が
置
か
れ
て
い
た
の
で
あ
れ
ば
、
貌
で
も
曹
芳
の
時
代
以
前
か
ら
、
州
に
大
公
平
相
当
の
役
職
が
置
か
99 
れ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
と
考
え
る
の
で
あ
る
。
な
お
、
こ
の
論
文
2
で
は
、
州
中
正
設
置
に
つ
い
て
、
司
馬
誌
の
提
案
に
よ
り
、
州
都
・
郡
中
正
の
ほ
か
に
、
州
中
正
が
置
か
れ
た
と
い
う
(
四
一
頁
)
が
、
論
文
3
で
は
、
州
都
を
州
中
正
に
改
称
し
た
と
述
べ
て
い
て
(
四
七
頁
)
、
食
い
違
っ
て
い
る
。
著
者
は
、
貌
の
九
品
中
正
制
が
江
南
の
呉
に
移
植
さ
れ
た
(
四
五
頁
)
と
考
え
る
た
め
、
右
の
よ
う
な
と
ら
え
方
に
な
る
の
で
あ
る
が
、
州
に
大
公
平
を
設
置
し
た
こ
と
を
呉
の
独
創
と
と
ら
え
る
な
ら
ば
、
『
侍
子
』
の
州
都
も
、
九
品
中
正
制
創
設
当
初
に
は
存
在
し
な
か
っ
た
州
中
正
の
こ
と
を
言
っ
た
も
の
と
考
え
る
余
地
が
で
て
と
ょ
う
。
第
二
は
、
右
に
も
言
及
し
た
呉
の
九
品
中
正
制
に
つ
い
て
で
あ
る
。
呉
の
九
品
中
正
制
に
つ
い
て
は
、
関
連
史
料
が
乏
し
い
た
め
、
専
論
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
本
書
の
論
文
3
、
4
は
そ
の
意
味
で
も
貴
重
で
あ
る
。
著
者
は
、
論
文
3
に
お
い
て
、
江
南
に
お
い
て
は
大
姓
・
名
士
に
よ
っ
て
操
縦
さ
れ
る
郷
論
清
議
が
中
原
ほ
ど
に
は
顕
著
で
な
か
っ
た
と
す
る
唐
長
帯
都
に
異
論
を
呈
し
、
江
南
に
お
い
て
も
名
士
清
議
の
風
が
中
原
と
同
様
に
流
行
し
て
い
た
と
論
ず
る
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
先
述
の
州
大
公
平
も
呉
独
自
の
制
度
で
あ
る
可
能
性
が
考
慮
さ
れ
て
も
よ
い
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
著
者
は
、
論
文
3
の
附
論
に
お
い
て
、
呉
は
九
品
中
正
制
度
と
戸
調
制
度
を
貌
か
ら
取
り
入
れ
た
が
、
長
沙
呉
簡
に
み
え
る
戸
等
を
九
品
に
区
分
す
る
制
度
に
は
呉
の
独
自
害
評
性
が
現
わ
れ
て
い
る
と
論
ず
る
が
、
こ
の
呉
簡
の
戸
品
は
、
張
栄
強
《
6
v
氏
や
子
振
波
氏
に
よ
れ
ば
、
上
品
・
中
品
・
下
品
・
下
品
之
下
の
四
等
級
で
あ
り
、
著
者
の
説
は
成
立
し
が
た
い
。
第
三
に
、
郷
品
と
官
品
と
の
対
応
関
係
の
問
題
で
あ
る
。
論
文
5
で
は
、
宮
崎
市
定
氏
が
郷
品
二
品
な
ら
ば
お
お
よ
そ
六
品
官
で
起
家
す
る
の
が
原
則
と
し
た
こ
と
に
対
し
て
、
そ
れ
ほ
ど
厳
密
な
対
応
関
係
は
な
い
と
批
判
し
、
上
品
(
郷
品
二
品
)
に
属
す
る
階
層
を
さ
ら
に
三
つ
に
区
分
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
階
層
の
起
家
官
に
つ
い
て
論
じ
る
。
上
品
の
な
か
で
、
皇
族
や
高
級
士
族
(
「
灼
然
二
品
」
)
が
上
層
を
占
め
、
皇
族
と
三
公
の
子
弟
は
、
晋
代
に
は
五
品
官
で
起
家
、
そ
れ
以
外
の
高
級
土
族
の
子
弟
は
同
じ
く
六
品
官
で
起
家
す
る
。
こ
の
下
位
に
位
置
す
る
中
級
士
族
(
「
門
地
二
品
」
)
は
、
同
じ
く
七
品
官
で
起
家
し
、
低
級
士
族
(
「
二
品
才
堪
」
)
は
同
じ
く
八
品
官
で
起
家
す
る
。論
文
6
で
は
、
下
品
と
そ
の
任
用
官
職
に
つ
い
て
論
じ
る
。
下
品
は
形
式
的
に
は
郷
品
三
品
か
ら
九
品
だ
が
、
著
者
は
、
郷
品
九
品
の
う
ち
、
一
品
と
八
・
九
ロ
聞
は
実
際
に
は
授
与
さ
れ
な
か
っ
た
と
考
え
る
の
で
、
事
実
上
、
郷
品
三
品
か
ら
七
品
ま
で
が
下
品
で
あ
る
。
郷
品
三
品
の
者
が
任
ぜ
ら
れ
る
官
職
と
し
て
は
、
「
三
品
県
」
(
七
品
官
)
、
中
散
大
夫
(
七
品
官
)
な
ど
が
あ
る
。
郷
品
四
品
の
者
は
、
八
品
令
史
、
郷
品
五
品
の
者
は
、
中
郎
・
郎
中
(
八
品
官
)
に
任
ぜ
ら
れ
、
郷
m
M
品
六
、
七
品
の
者
は
九
品
の
尚
書
令
史
に
任
ぜ
ら
れ
た
と
い
う
。
以
上
、
論
文
5
、
6
に
よ
っ
て
、
著
者
の
考
え
る
郷
品
と
官
品
と
の
対
応
関
係
の
全
体
像
が
、
そ
の
論
拠
と
な
る
史
料
と
と
も
に
示
さ
れ
た
わ
け
だ
が
、
上
品
を
三
等
級
に
整
然
と
区
分
し
、
し
か
も
そ
れ
ぞ
れ
の
等
級
を
、
「
灼
然
二
品
」
、
「
門
地
二
品
」
、
「
二
品
才
堪
」
な
ど
特
定
の
用
範
と
結
び
付
け
て
も
よ
い
の
か
ど
う
か
は
、
疑
問
の
残
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ま
た
、
上
品
の
な
か
に
低
級
士
族
ま
で
が
包
含
さ
れ
る
と
す
る
と
、
下
品
は
そ
れ
よ
り
下
の
庶
族
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
だ
ろ
う
か
。
下
品
を
付
与
さ
れ
る
社
会
階
層
に
つ
い
て
も
明
示
さ
れ
れ
ば
、
著
者
の
考
え
る
貌
普
社
会
像
が
一
層
明
瞭
に
な
っ
た
で
あ
ろ
h
つ。第四
に
、
司
徒
府
が
官
吏
登
用
を
掌
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
で
あ
る
。
論
文
7
で
は
、
こ
の
こ
と
を
取
り
上
げ
、
貌
の
時
代
に
司
徒
が
官
吏
登
用
に
関
与
し
た
と
い
う
記
述
は
な
く
、
可
徒
左
長
史
や
司
徒
左
西
曹
の
設
置
も
西
晋
の
泰
始
三
年
(
二
六
七
)
で
あ
る
と
と
か
ら
、
司
徒
府
が
官
吏
登
用
に
関
与
す
る
こ
と
は
西
晋
に
始
ま
る
、
と
い
う
。
こ
の
司
徒
府
は
、
西
晋
以
後
、
州
郡
中
正
の
選
任
、
郷
品
の
審
査
、
清
議
を
主
宰
し
発
動
す
る
乙
と
な
ど
を
管
掌
し
、
西
晋
以
前
の
貌
で
は
、
郡
中
正
は
郡
の
長
官
か
ら
推
挙
さ
れ
て
い
た
こ
と
も
指
摘
さ
れ
る
が
、
貌
の
時
、
州
中
正
、
州
都
な
ど
は
ど
の
よ
う
に
し
て
避
は
れ
て
い
た
の
か
に
つ
い
て
は
、
明
言
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
南
朝
に
な
る
と
司
徒
府
が
官
吏
登
用
に
関
与
し
た
記
述
は
み
え
な
く
な
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
こ
と
の
意
味
に
ま
で
は
言
及
さ
れ
て
い
な
い
。
西
晋
・
東
晋
時
代
に
司
徒
府
が
官
吏
登
用
の
面
で
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
と
い
う
指
摘
自
体
興
味
深
い
が
、
前
後
の
時
代
、
貌
や
南
朝
と
比
較
し
た
考
察
が
な
さ
れ
れ
ば
、
両
晋
時
代
の
特
質
が
い
っ
そ
う
鮮
明
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
【
南
朝
】
論
文
口
は
、
東
晋
以
後
、
御
史
中
丞
が
中
正
に
か
わ
っ
て
清
議
に
よ
る
処
罰
を
行
っ
た
と
い
う
、
周
一
良
範
を
批
判
し
た
も
の
で
あ
る
。
東
晋
時
期
、
中
正
が
清
談
を
主
宰
し
た
こ
と
は
、
『
晋
書
』
列
伝
等
に
そ
の
事
例
が
散
見
し
、
南
朝
に
お
い
て
も
、
「
法
書
要
録
」
巻
二
引
庚
一
元
威
「
論
書
」
の
記
述
が
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
東
普
南
朝
を
通
じ
て
、
中
正
は
清
議
を
主
宰
す
る
面
で
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
こ
と
が
論
証
さ
れ
る
。
し
か
し
、
南
朝
の
歴
代
皇
帝
の
即
位
大
赦
詔
で
、
清
談
の
処
罰
を
解
除
し
て
い
る
こ
と
は
、
東
晋
に
は
見
ら
れ
な
い
の
で
、
南
朝
の
皇
帝
権
力
が
清
議
を
解
除
す
る
面
で
の
力
量
を
強
化
し
た
と
と
は
確
か
で
あ
っ
て
、
要
す
る
に
、
南
朝
の
中
正
は
、
清
議
を
主
宰
し
た
が
、
清
議
を
解
除
す
る
権
力
を
失
い
、
中
正
の
権
力
は
相
対
的
に
弱
ま
っ
た
、
と
い
う
。
南
朝
の
清
議
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
に
論
文
ロ
で
取
り
上
げ
ら
れ
、
南
朝
に
お
い
て
も
、
士
族
門
閥
が
依
然
と
し
て
郷
党
の
輿
論
を
支
配
し
、
伝
統
的
な
清
議
の
力
は
失
わ
れ
て
い
な
い
が
、
劉
宋
以
後
、
中
央
集
権
強
化
に
と
も
な
い
、
清
議
が
制
度
化
、
法
律
化
さ
れ
、
国
家
を
体
現
す
る
法
典
の
重
要
な
一
部
分
と
な
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
ま
た
、
南
朝
に
お
い
て
は
、
門
閥
貴
族
層
の
固
定
化
に
と
も
な
い
、
中
正
が
付
与
す
る
郷
ロ
聞
は
ほ
と
ん
ど
意
味
を
も
た
な
く
な
っ
た
と
い
う
の
が
、
通
説
的
理
解
と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
に
対
し
て
は
、
吏
部
に
よ
る
任
官
に
お
い
て
、
郷
ロ
聞
が
依
然
と
し
て
重
要
な
根
拠
で
あ
っ
た
こ
と
を
、
「
南
斉
書
』
高
帝
紀
、
建
元
元
年
十
月
辛
巳
認
な
ど
か
ら
論
証
し
、
通
説
に
対
し
て
大
幅
な
修
正
を
迫
っ
て
い
る
。
論
文
日
で
は
、
南
朝
の
勲
品
制
度
を
取
り
上
げ
、
南
朝
以
後
、
寒
人
(
庶
人
)
が
台
頭
し
て
上
品
に
参
入
し
て
く
る
が
、
乙
れ
に
危
機
感
を
覚
え
た
門
閥
士
族
の
意
向
に
よ
り
、
も
っ
ぱ
ら
果
、
人
の
た
め
に
設
け
ら
れ
た
選
官
制
度
が
こ
の
勲
品
制
度
で
あ
る
と
位
置
付
け
る
。
宋
斉
時
代
、
勲
品
(
一
品
勲
位
)
以
下
、
二
品
勲
位
か
ら
六
品
勲
位
ま
で
、
六
等
級
の
勲
位
が
設
け
ら
れ
た
が
、
梁
の
武
帝
の
官
制
改
革
(五
O
八
年
)
で
、
宋
斉
時
代
の
勲
品
・
二
口
問
勲
位
は
、
み
な
流
内
十
八
班
に
入
れ
ら
れ
た
。
乙
の
官
制
改
革
で
は
、
流
内
十
八
班
の
下
に
、
流
外
七
班
と
三
品
癒
位
が
新
た
に
設
け
ら
れ
、
さ
ら
に
そ
の
下
に
、
宋
斉
時
代
の
三
品
勲
位
を
継
承
し
た
三
品
勲
位
も
設
げ
ら
れ
た
が
、
四
品
勲
位
以
下
に
つ
い
て
は
ま
っ
た
く
記
載
が
な
い
、
と
い
う
。
こ
の
m
梁
の
武
帝
の
官
制
改
革
に
つ
い
て
は
、
論
文
日
比
で
も
取
り
上
げ
、
十
I
書
評
八
班
な
ど
の
官
班
制
度
を
士
庶
の
等
級
差
別
を
確
定
さ
せ
る
も
の
と
位
置
付
け
て
い
る
。
【
五
胡
十
六
国
・
北
朝
】
五
胡
十
六
国
時
代
に
つ
い
て
は
、
論
文
日
で
後
越
の
九
品
中
正
制
を
取
り
上
げ
て
い
る
。
後
越
の
石
助
は
、
漢
族
士
族
の
社
会
的
地
位
を
承
認
し
、
そ
の
官
吏
任
用
に
お
け
る
特
権
を
回
復
し
た
が
、
そ
の
時
の
措
置
を
述
べ
た
『
晋
書
』
巻
一
O
五
石
勃
戦
記
下
の
記
事
に
、
「
清
定
五
品
」
と
み
え
る
。
乙
の
「
清
定
五
品
」
と
い
う
記
述
を
主
な
論
内
9
》
拠
と
し
て
、
閤
歩
克
氏
は
、
中
正
の
付
す
等
級
が
二
品
か
ら
六
品
ま
で
の
五
等
級
で
あ
っ
た
と
主
張
す
る
の
だ
が
、
著
者
は
、
こ
の
「
滑
定
五
品
」
に
つ
い
て
は
二
品
か
ら
六
品
と
い
う
解
釈
を
採
り
つ
つ
も
、
郷
品
に
つ
い
て
は
七
品
ま
で
あ
っ
た
と
い
う
論
文
6
の
説
を
堅
持
す
る
。
ま
た
、
後
越
に
お
い
て
は
、
郷
品
は
付
け
ら
れ
た
が
、
中
正
は
{凶】
置
か
れ
な
か
っ
た
と
す
る
康
長
講
説
に
対
し
て
は
、
舷
か
に
中
正
の
記
載
は
な
い
が
、
「
清
定
」
作
業
の
担
い
手
で
あ
る
中
正
は
置
か
れ
た
と
主
張
す
る
。
北
軸
酬
も
貌
晋
以
来
の
九
品
中
正
制
を
採
用
し
た
が
、
北
貌
の
州
郡
中
正
に
は
、
中
央
系
統
の
も
の
以
外
に
、
州
郡
の
長
官
が
任
用
す
る
地
方
系
統
の
州
都
や
郡
県
中
正
の
存
在
し
た
乙
と
が
貌
晋
南
朝
と
は
異
な
る
大
き
な
特
色
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
最
初
に
明
確
に
言
及
し
た
の
は
、
厳
耕
望
氏
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
、
あ
ま
り
注
目
さ
2
 
m
れ
な
か
っ
た
。
著
者
は
、
論
文
民
で
、
こ
の
点
に
つ
い
て
改
め
て
注
意
を
喚
起
し
つ
つ
分
析
を
加
え
、
中
央
系
統
の
州
郡
中
正
は
、
吏
部
の
任
官
に
資
料
を
提
供
し
、
地
方
系
統
の
中
正
は
州
郡
県
の
酔
召
に
資
料
を
提
供
し
た
こ
と
を
確
認
し
、
地
方
系
統
の
中
正
新
設
は
、
地
方
の
酔
召
と
中
正
制
度
を
一
体
化
さ
せ
る
意
味
が
あ
っ
た
、
と
指
摘
す
る
。
こ
の
地
方
系
統
の
中
正
が
北
斉
・
北
周
ま
で
存
続
し
た
と
と
は
、
論
文
四
、
加
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
論
文
口
で
は
、
北
貌
・
孝
文
帝
の
姓
族
分
定
に
お
け
る
中
正
の
役
割
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
代
人
姓
族
に
つ
い
て
は
州
中
正
が
調
査
し
て
そ
の
結
果
を
中
央
へ
報
告
し
、
中
央
で
は
孝
文
帝
が
任
命
し
た
宗
室
大
臣
と
勲
臣
八
姓
な
ど
の
高
級
貴
族
で
構
成
さ
れ
る
評
議
機
構
が
そ
の
報
告
を
審
査
、
門
下
省
へ
送
り
、
孝
文
帝
が
最
終
決
定
す
る
。
漢
族
門
閥
四
姓
に
つ
い
て
は
、
甲
・
乙
・
丙
・
丁
の
四
等
級
が
太
和
十
八
年
(
四
九
四
)
に
定
め
ら
れ
た
と
す
る
唐
長
部
説
に
賛
成
す
る
。
唐
説
に
は
陳
爽
氏
ら
に
よ
る
批
判
も
あ
る
が
、
著
者
は
新
た
な
論
拠
を
示
し
て
唐
説
の
妥
当
性
を
確
認
し
、
州
中
正
が
こ
の
四
姓
を
評
定
し
て
中
央
へ
報
告
し
た
と
す
る
。
ま
た
、
地
方
の
「
族
望
」
や
「
民
望
」
に
つ
い
て
は
、
地
方
系
統
の
中
正
が
評
定
し
た
と
い
う
。
論
文
日
に
は
、
中
正
の
品
秩
に
つ
い
て
の
指
摘
が
あ
る
。
貌
晋
以
来
、
中
正
は
中
央
官
が
兼
職
し
、
品
秩
は
な
か
っ
た
が
、
北
貌
に
な
っ
て
州
中
正
は
品
官
と
し
て
あ
っ
か
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
北
斉
で
は
中
央
系
統
の
州
郡
中
正
と
地
方
系
統
の
州
都
・
郡
中
正
が
流
内
比
視
官
に
入
れ
ら
れ
た
と
い
う
。
論
文
却
で
は
、
西
貌
・
北
周
は
九
品
中
正
を
廃
止
し
た
と
い
う
高
縄
楠
氏
ら
の
説
を
批
判
し
て
、
九
品
中
正
制
が
存
続
し
て
い
た
と
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
以
上
、
三
つ
の
時
期
区
分
に
従
っ
て
、
主
要
な
論
点
を
紹
介
し
て
き
た
。
九
品
中
正
制
に
つ
い
て
、
全
面
的
に
考
察
し
、
独
自
の
見
解
を
数
多
く
提
起
し
た
本
書
に
学
ぶ
べ
き
点
は
多
い
。
東
晋
南
朝
時
代
、
門
閥
貴
族
層
の
固
定
化
に
と
も
な
い
、
郷
品
の
重
要
性
は
失
わ
れ
た
と
い
う
通
説
的
理
解
も
あ
っ
て
、
従
来
の
九
品
中
正
制
研
究
は
、
貌
晋
時
代
に
偏
る
傾
向
が
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
通
説
的
理
解
に
修
正
を
迫
り
、
従
来
手
薄
で
あ
っ
た
南
北
朝
時
代
の
九
品
中
正
制
度
も
ふ
く
め
た
研
究
を
推
し
進
め
、
南
北
朝
時
代
に
も
九
品
中
正
制
が
確
実
に
機
能
し
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
功
績
は
、
特
別
大
き
い
も
の
が
あ
る
と
考
え
る
。
最
後
に
こ
の
点
を
強
調
し
て
筆
を
捌
く
こ
と
に
し
た
い
。¥
中
州
古
籍
出
版
社
、
二
O
O四
年
十
月
刊
、
三
六
O
頁、
J
/ニ
O
元
、
註1)
 
宮
崎
市
定
『
九
品
官
人
法
の
研
究
科
挙
前
史
』
(
東
洋
史
研
究
103 
会
、
一
九
五
六
年
、
の
ち
『
宮
崎
市
定
全
集
6
九
品
官
人
法
』
、
岩
波
書
脂
、
一
九
九
二
年
所
収
)
。
(
2
)
楊
笥
如
「
九
品
中
正
与
六
朝
門
閥
』
(
上
海
商
務
印
書
館
、
一
九
一
一
一
O
年)。
(
3
)
陳
長
埼
「
貌
晋
九
品
官
人
法
再
探
討
」
(
『
歴
史
研
究
』
一
九
九
五
年
第
六
期
)
。
(4)
『
宮
崎
市
定
全
集
6
九
品
官
人
法
』
(
前
掲
)
八
八
頁
。
(5)
唐
長
掃
「
東
漢
末
期
的
大
族
名
士
」
(
『
貌
晋
南
北
朝
史
論
拾
遺
』
中
華
書
局
、
一
九
八
三
年
所
収
)
。
(
6
)
張
栄
強
「
呉
簡
中
的
「
戸
品
」
問
題
」
(
『
呉
筒
研
究
』
第
一
輯
、
ニ
0
0四
年
所
収
)
。
子
振
波
「
略
論
走
馬
楼
呉
筒
中
的
戸
品
」
(
『
走
馬
楼
呉
簡
続
探
』
文
津
出
版
、
二
O
O七
年
所
収
)
。
(7)
「
門
地
二
品
」
、
「
二
品
才
堪
」
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
門
地
二
品
に
つ
い
て
」
(
『
集
刊
東
洋
学
』
九
四
号
、
二
O
O五
年
)
を
参
照
。
(B)
周
一
良
「
両
晋
南
朝
的
清
議
」
(
初
出
一
九
八
三
年
、
「
貌
晋
南
北
朝
史
論
集
続
編
』
北
京
大
学
出
版
社
、
一
九
九
一
年
所
収
)
。
(9)
閤
歩
克
「
品
位
与
職
位
l
秦
漢
貌
晋
南
北
朝
官
階
制
度
研
究
|
』
(
中
華
書
局
、
二
O
O二
年
)
、
三
二
0
1一
二
一
二
頁
。
(
叩
)
唐
長
補
「
晋
代
北
境
各
族
「
変
乱
」
的
性
質
及
五
胡
政
権
在
中
国
的
統
治
」
(
「
貌
晋
南
北
朝
史
論
議
』
生
活
・
読
書
・
新
知
三
聯
書
底
、
一
九
五
五
年
三
(
日
)
厳
耕
望
「
北
朝
地
方
政
府
属
佐
制
度
考
」
(
国
立
中
央
研
究
院
『
歴
史
語
言
研
究
所
集
刊
」
第
十
九
本
、
一
九
四
八
年
)
。
(
ロ
)
唐
長
南
「
論
北
貌
孝
文
帝
定
姓
族
」
(
『
貌
普
南
北
朝
史
論
拾
遺
』
前
書
評
掲
所
収
)
。
(
日
)
陳
爽
『
世
家
大
族
与
北
朝
政
治
』
九
八
年
)
四
六
頁
。
(
日
比
)
寓
縄
楠
『
貌
普
南
北
朝
文
化
史
』
(
黄
山
書
社
、
一
九
八
九
年
)
六
て
六
四
頁
。
た
だ
し
、
同
書
の
雲
龍
出
版
社
(
台
湾
二
九
九
五
年
版
で
は
、
乙
の
部
分
の
記
述
が
削
除
さ
れ
て
い
る
よ
な
お
、
わ
が
国
で
も
、
曾
我
部
静
雄
「
中
国
往
古
の
官
吏
登
用
制
度
」
(
「
中
国
社
会
経
済
史
の
研
究
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
七
六
年
所
収
)
が
、
北
周
の
時
に
中
正
官
が
廃
止
さ
れ
て
い
た
、
と
す
る
。
(
補
)
宮
川
尚
志
『
六
朝
史
研
究
政
治
・
社
会
篇
』
(
日
本
学
術
振
興
会
、
一
九
五
六
年
)
第
四
章
「
中
正
制
度
の
研
究
」
も
『
博
子
』
を
引
い
て
、
貌
の
時
に
州
都
が
あ
っ
た
と
す
る
が
、
貌
初
か
ら
の
州
都
の
存
在
を
積
極
的
に
主
張
し
て
は
い
な
い
(
二
六
八
1
二
六
九
頁
)
。
(
中
国
社
会
科
学
出
版
社
、
九
